
第二章

百年の歩み



西暦 和暦 月日 項目 内容

1657 明暦3年 1.18 明暦の大火
本郷丸山の本妙寺から出火し江戸の大半を焼失。本所、深川等

へ延焼。

1703 元禄16年 11.23 元禄大地震 江戸東海道大地震。両国橋・回向院焼失、死傷者31,700人。

1703 元禄16年 11.29 水戸様火事 小石川水戸藩邸から出火、本所・深川まで延焼。

1704 宝永元年 6・7月 水害
利根川・中川決壊。本所・亀戸・深川地区から東京湾にかけ大

被害。

1728 享保13年 3.28 大火 浅草新寺町から出火し本所・深川へ飛火延焼。

1732 享保17年 9.2 水害
台風・暴風雨。隅田川氾濫、両国橋など損壊。死傷者3,500人

余。

1742 寛保2年 8.3 江戸第一の洪水 利根川・荒川等の堤防決壊。本所・深川が浸水し泥海化。

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1746 延享3年 2.29 坪内火事
大横川および築地から出火。本所へ飛火し両国、横網、千歳、緑へ延

焼。

1771 明和8年 2.29 大火 浜町から出火し本所へ飛火。千歳、立川、両国、緑等の寺院焼失。

1786 天明6年 7.18 水害 利根川決壊、隅田川氾濫。本所・深川の高地まで床上浸水。

1790 寛政2年 1.22 大火 中之郷瓦町から出火、三つ目通りから深川末広町まで焼失。

1818 文政元年 10.17 大火 浅草から出火し中之郷へ飛火。三つ目～四ツ目通り、深川へ延焼。

1839 天保10年 3.2 大火 本所から出火、中之郷、小梅、寺島新田まで焼失。

1855 安政2年 10.2
安政の大

地震

直下型地震（M6.3程度）と火災。死者4,000余。本所・深川で被害甚

大。

1865 慶応元年 12.12 大火 浅草田原町から出火し本所へ飛火。亀沢、石原等を焼く。

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1869 明治2年 3.28 その他 東京に都を移す

1869 明治2年 12.1 その他 東京市内を６大区に区分。本所地域は第六大区に編入。

1874 明治7年 9.15 その他 厩橋が架設された

1875 明治8年 12.17 大火 本町横網町から出火、213戸焼失。

1876 明治9年 6.17 その他 吾妻橋が開通した

1878 明治11年 11.2 その他 東京を15区に再編成、本所区が誕生した

1881 明治14年 1.26 松枝町火事
神田から出火、本所へ飛火し両国、千歳方面へ延焼（本所1,098戸焼

失）。

1881 明治14年 5月 消防組織
警視庁第六分署本所出張所が本所松倉町二丁目（現・本所四丁目22番

付近）に新設

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1885 明治18年 7.2 水害 東京に暴風雨、吾妻橋が流失（1887年に鉄橋で完成）

1893 明治26年 12月 その他 服部時計店工場精工舎が創設された

1894 明治27年 4.15 大火 向島5丁目から出火し小梅に延焼、250戸焼失。

1894 明治27年 7.25 その他 日清戦争がはじまる

1894 明治27年 12.9 その他 総武鉄道本所（錦糸町）～佐倉間が開通した

1896 明治29年
9.11

~
水害 台風により利根川等決壊。本所方面で3,181戸浸水。

1897 明治30年 8.1 両国橋欄干損壊 両国川開き花火大会で群集により欄干損壊、死傷者多数。

1898 明治31年 6.5 水害 暴風雨により本所区内で床下浸水4,423戸

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1899 明治32年 11.7 火災 本所小学校が全焼した

1902 明治35年 4.1 その他 東武鉄道千住～小梅（業平橋）間が延長開通された

1902 明治35年 8.7~ 水害 台風・河川氾濫。本所等で浸水被害（床上2,009戸）。

1904 明治37年 2.10 その他 日露戦争がはじまった

1904 明治37年 11.12 その他 両国橋が鉄橋として架設された

1910 明治43年 8.8 明治最大の水害
台風2回、隅田川、綾瀬川決壊。本所地区3万戸浸水（荒川放水路建

設の契機）。

1912 大正元年 11.3 その他
京成軌道押上～柴又～市川間が開通した

（押上から曳舟まで３銭、立石まで８銭）

1917 大正6年 10.1 水害 関東地方に大暴風があり本所区の家屋5万戸浸水

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1923 大正12年 9.1 関東大震災
M7.9。本所地区95%焼失（全焼54,089戸）。東京市内の死者5万8

千名余、本所区では被服廠跡などで死者4万8千名余

1924 大正13年 9.30 消防組織 消防機構の改革により本所出張所が第六消防署本所分署に昇格

1926 大正15年 7.1 本所消防署開署

警視庁第六消防署本所分署から昇格し、本所消防署として開署

花町出張所、押上出張所が所属。東京市本所区全域を管轄。

署員66名、消防自動車5台

1927 昭和2年 11月 その他 厩橋が架設された

1927 昭和2年 12.27 消防組織 本所区相生町四丁目17番地に相生出張所を設置

1928 昭和3年 2月 その他 吾妻橋が新鉄橋で完成した

1928 昭和3年 6月 その他 錦糸公園が開園された

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1929 昭和4年 6.1 その他
大震災に対するアメリカからの義援金を資金として東京同愛記念病院が開院

した

1929 昭和4年 9.24 消防組織
本所区松倉町一丁目48番地に鉄筋コンクリート造３階建ての庁舎を新築し移

転

1929 昭和4年 12.24 消防組織 相生出張所が両国四丁目22番地に移転

1930 昭和5年 6.14 消防組織 花町出張所が緑町出張所と改称

1930 昭和5年 11.22 消防組織 押上出張所を業平橋出張所と改称して本所区業平橋二丁目4番地に移転

1931 昭和6年 3月 その他 隅田公園が開園した

1931 昭和6年 5.25 その他 東武鉄道の業平橋～浅草間が開通する

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1932 昭和7年 7月 その他 総武線両国～お茶の水間が延長開通した

1937 昭和12年 2.27 その他 東京楽天地が興行場３館をもって開場した

1941 昭和16年 12.8 その他 日本がアメリカ・イギリスに対して宣戦布告（太平洋戦争）

1942 昭和17年 10.29 防空消防の強化 太平派出所を太平町一丁目17番地に設置

1942 昭和17年 12.1 防空消防の強化 小梅派出所を小梅町三丁目3番地に設置

1943 昭和18年 2.20 防空消防の強化 石原派出所を石原町二丁目10番地に設置

1944 昭和19年 12.25 防空消防の強化
戦時消防態勢

本署１出張所３派出所３　署員182名　消防自動車25台

1945 昭和20年 3.10 東京大空襲

東京大空襲により職員19名、消防団員94名が職に殉じる

各庁舎が全部焼失　消防自動車7台が焼失

一時的に下谷消防署に移転して消防事務を開始

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1945 昭和20年 6.21 消防組織 本所消防署の庁舎が復旧し、下谷消防署から移転

1947 昭和22年 3.20 消防組織 緑町・小梅出張所が復活

1947 昭和22年 9.15 キャスリン台風 吾妻町・寺島町・隅田町の一部に浸水。

1947 昭和22年 12.1 本所消防団の発足
消防団令の制定により本所消防団が発足

本団、八個分団、団員300名

1948 昭和23年 3.7 自治体消防の発足
消防組織法の制定により警察機構から分離独立し、東京消

防庁本所消防署として発足

1949 昭和24年 4.1
本所防火協会の発

足
本所防火協会が発足

1949 昭和24年 9.1 キティ台風
墨田区内で床上11,048戸浸水、被災者18万人超（災害救助

法適用）。

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1950 昭和25年 5.1
本所災害防止会の

発足
本所災害防止会が発足

1955 昭和30年 8.1 厩橋花火問屋爆発 死者18名、負傷18名。18棟焼失。

1958 昭和33年 5.1 救急事務の開始 管内の救急需要の増大により、本所消防署に救急車を配置

1960 昭和35年 4.13 （工場火災） 緑1-30から出火。死者5名。

1961 昭和36年 8.1 三部制勤務の実施 勤務制度の改善により三部制勤務を実施

1961 昭和36年 9.8 車両の増強 小梅出張所に化学車を配置

1963 昭和38年 6.24 消防組織
本署新庁舎建設のため、亀沢三丁目21番地　旧日新小学校

校庭に仮庁舎を移転

1963 昭和38年 12.23 サロンバー火災 江東橋4。石油ストーブ転倒、死傷者12名。

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1964 昭和39年 3.31 消防組織 東駒形三丁目16番地に本署庁舎（現在の東駒形出張所）を新築

1964 昭和39年 10.10 その他 第18回オリンピック競技大会（東京オリンピック）開幕

1964 昭和39年 12.18 車両の増強
管内の建築物の高層化に対応して本所消防署に32メートル級はしご車

を配置

1966 昭和41年 3.2 共同住宅火災 東駒形4。共同住宅火災、死者8名。

1968 昭和43年 2.28 消防組織 小梅出張所庁舎（現庁舎）が新築落成

1970 昭和45年 5.15 車両の増強 小梅出張所に救急車を配置

1970 昭和45年 8.6 消防組織
旧第七消防方面本部庁舎（太平四丁目7番）を改築し、太平出張所をポ

ンプ車１隊をもって復活

1974 昭和49年 7.1 消防組織 緑町出張所を緑出張所と改称

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1975 昭和50年 3.1 電話機の自動化 本所消防署の消防電話が全自動化

1975 昭和50年 8.1 婦人消防吏員の配置 婦人消防吏員３名を配置

1975 昭和50年 10.1 懇話会の発足 本所消防懇話会が発足

1976 昭和51年 1.1 指揮隊の発隊
指揮系列の明確化と指揮体制の強化を目的として各大隊に

指揮隊が設けられる

1976 昭和51年 12.4 キャバレー火災 江東橋4。キャバレー火災、死者6名。

1977 昭和52年 4.10 車両の更新 本所はしご小隊を40メートル級に更新

1978 昭和53年 11.5 車両の増強 緑出張所に屈折放水塔車を配置

1979 昭和54年 4.25 消防少年団の発足 本所消防少年団が発足

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

1981 昭和56年 11.26
防火管理研究会の

発足
本所防火管理研究会が発足

1986 昭和61年 5.1 女性消防団員誕生 本所消防団に初めて女性消防団員が誕生

1995 平成7年 4.3 消防組織 本所消防署が横川四丁目6番6号に新築移転し事務を開始

1995 平成7年 4.17 消防組織
旧本署は東駒形出張所と名称変更し事務開始し太平出張所

を廃止

2005 平成17年 12.20 救急隊出場件数 本所消防署各救急隊の合計出場件数が年間10,000件を突破

2011 平成23年 5.22 車両の増強 緑出張所に空中作業車を日本橋消防署から配置替え

2012 平成24年 1.16
スカイツリー竣工

検査

東京スカイツリー竣工使用検査を２週間、職員延べ206名を

動員して実施

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷



西暦 和暦 月日 項目 内容

2012 平成24年 4.1 部隊の強化 東駒形中隊を特別消火中隊として運用開始

2020 令和2年 10.19 部隊の強化 東駒形中隊に代わり、小梅中隊を特別消火中隊として運用開始

2021 令和3年 7.23 その他 第32回オリンピック競技大会（東京オリンピック）開幕

2024 令和6年 5.30 消防組織 江東橋一丁目16番5号に新出張所庁舎が落成

2024 令和6年 6.18 消防組織 緑出張所は新庁舎に移転し、錦糸町出張所と名称を改め事務開始

2026 令和8年 2.25 消防組織 東駒形出張所は仮庁舎（東駒形3-6-2）に移転し、事務開始

2026 令和8年 7.1 開署100周年 本所消防署の開署（1926年7月1日）から100周年を迎える

本所地区の主な出来事と本所消防署の変遷
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